
11月20日（日）、金城大学（社会福祉学部棟 大講義室他）において
『第6回 福祉創造フォーラム 福祉におけるこころのケア』を開催し
ます。参加ご希望の方は、金城大学内「フォーラム実行委員会事務
局」（TEL.076-276-4400）までお問い合わせください。

第6回  福祉創造フォーラム

金城大学後援会

地域別説明会＆個別相談会

分  科  会  

基調講演 
テーマ 「こころのケア：人間関係の持つ力」

倉知 正佳 氏　（富山大学 理事・副学長）講 演 者：

10：30～12：00

13：30～15：30

教育とは、教員と学生との全人格のぶつかり合いの中から生まれてくる学生への
良い影響である。学生とともに毎日学内で過ごす生活そのものが教育である。

教育基本法および学校教育法の精神に則り、広く知識を授けるとともに、深く専
門の学芸を教授研究し、知的、道徳的および応用的能力を養い、文化の向上およ
び社会の福祉に寄与する人材を育成することを目的とする。（学則第１条）

社会福祉、保育及び幼児教育、また医療及び健康を担う総合力と旺盛な意欲、職場
の即戦力につながる社会人の基礎、そして社会で幅広く活躍する積極性を身につ
け、福祉の心を持ったエキスパートとして卒業生を社会に輩出する。

明日の福祉社会を先導する福祉のリーダー的存在の養成

金城大学の建学理念等
建学理念

教育理念

目的及び
使 命

教育目標
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今年度も地域別説明会及び個別相談会を12月10日（土）に、能登会場、富山会
場、福井会場の全3会場にて開催を予定しております。（当該対象地域の保護
者の皆様には、本会報誌にご案内《返信ハガキ》を同封し送付させていただい
ております）是非ご参加くださいますようよろしくお願いいたします。

大学案内・募集要項

http://telemail.jp
テレメール／資料請求受付（24時間）

●音声ガイダンスに従って資料番号を入力してください。

　IP電話 050-8601-0101
●資料請求番号 160793 （2日で資料が届きます。）
※お急ぎの場合は、本学へ直接ご連絡ください。

社会福祉
「福祉現場におけるこころのケア ～当事者支援を考える～」
東 裕紀 氏
 
平内 明美 氏
　
深山 絵里 氏

　
大友 順治　　

（社会福祉法人鶴寿会介護老人施設サンライフ
たきの里・サービス部長／精神保健福祉士）

（社会福祉法人 石川整肢学園金沢こども
医療福祉センター・支援課長／保育士）

（医療法人社団澄鈴会粟津神経サナトリウム
相談支援事業チャレンジ相談支援専門員、
社会福祉士、精神保健福祉士／卒業生）

（社会福祉学部 教授）

パネラー：

［ 座 長 ］

分科会
Ⅰ

医療健康
「地域に貢献できる理学療法士の育成を目指して
 　　　　　　　　　　　   ～大学教育に求められるもの～」
片田 圭一 氏
平 昇市 氏
河合 直人 氏
米倉 佐恵 氏
伊藤 沙希 氏
今田 潤 氏
木林 勉 氏
神谷 晃央　　

（石川県立中央病院 理学療法士）
（珠洲市総合病院 理学療法士）
（芳珠記念病院 理学療法士／卒業生）
（済生会金沢病院 理学療法士／卒業生）
（金城大学医療健康学部 学生／4年生）
（金城大学医療健康学部 学生／4年生）
（金城大学 医療健康学部 教授）
（医療健康学部 講師）

パネラー：

［ 座 長 ］

分科会
Ⅱ

保育者養成
「ケアを必要とする子どもへの保育」
宝島 静香 氏
石谷 恵子 氏
橋爪ゆかり 氏
富樫 立子 氏
大沼 直樹　　

（金沢市立花園保育所 保育士）
（学校法人和田学園 青竜幼稚園 教諭）
（ACで話そうケ・セラ・セラ 保護者）
（金沢エルデの会 保護者）
（社会福祉学部 教授）

シンポジスト：

［司会・コーディネーター］

分科会
Ⅲ

11/20

12/10
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後援会 活動報告
● 平成23年度役員会・総会・学部全体相談会・個別相談会 開催報告   など

学部・学科構成／学園財務概要

大学行事
● 平成23年度入学式
● 新入生歓迎会
● 新入生合宿研修
● 第36回金城祭

平成22年度卒業生の進路結果
トピックス
● 白山市との包括協定締結
● 株式会社 ナナオ  実盛 祥隆 社長 講演会 
● 公開講座
● ゆうがく広場／悠遊健康サークル
● 株式会社 ナナオからのテレビ寄贈について
● 大学行政管理学会第15回定期総会・研究集会開催
● 白山市経済団体連絡協議会との包括協定締結

新任・退任教職員紹介

行事案内
● 第6回福祉創造フォーラム
● 後援会地域別説明会＆個別相談会

contents
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６
月
11
日（
土
）10
時
か
ら
、本
学
に
お
い
て
平
成
23
年

度
役
員
会
及
び
総
会
、教
職
員
と
の
懇
談
会（
昼
食
）、午
後

か
ら
学
部
全
体
相
談
会
、個
別
相
談
会
、３
種
相
談
会（
学

修
・
学
生
生
活
・
就
職
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　

役
員
会
で
は
、実
盛
会
長
、加
藤
理
事
長
の
挨
拶
に
始
ま

り
、１
．平
成
23
年
度
役
員
人
事
、２
．平
成
22
年
度
事
業
報

告
及
び
決
算
報
告
、３
．平
成
23
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

が
審
議
さ
れ
、い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、４
．慶
弔
費
餞
別
規
程
の
改
正
、５
．東
日
本
大
震
災

へ
の
対
応
に
つ
き
審
議
が
な
さ
れ
、い
ず
れ
も
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、開
催
さ
れ
た
総
会
に
は
、１
７
０
名
以
上
の
保

護
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、実
盛
会
長
、本
田
学
長

の
挨
拶
に
続
き
、１
．平
成
23
年
度
役
員
人
事
、２
． 
平
成
22

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
、３
．平
成
23
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
、４
．慶
弔
費
餞
別
規
程
の
改
正
、５
．東
日
本

大
震
災
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
審
議
が
な
さ
れ
、い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
総
会

後
に
引
き
続
き
行
わ

れ
た「
大
学
か
ら
の
お

知
ら
せ
（
学
園
・
教

務
・
学
生
・
就
職
関

係
）」の
中
で
は
、国
家

試
験
合
格
状
況
、
就

職
の
状
況
、学
外
実
習

の
実
施
状
況
な
ど
に

つ
い
て
多
く
の
貴
重

な
ご
意
見
、
ご
提
言

を
い
た
だ
き
、今
後
、

本
学
の
教
育
・
充
実
を
図

る
上
で
、良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

お
昼
か
ら
は
、場
所
を

第
２
食
堂
に
移
し
、
学

部
・
専
攻
・
学
年
別
に
、教

職
員
と
の
昼
食
を
交
え

た
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。そ
こ
で
も
、学
生

生
活
、就
職
状
況
、各
種

資
格
取
得
対
策
状
況
な

ど
に
関
す
る
多
く
の
ご

意
見
、ご
提
言
を
い
た
だ

き
、た
い
へ
ん
有
意
義
な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
に
入
り
、学
部
全
体（
学
部
別
）相
談
会
に
も
、そ
れ

ぞ
れ
１
０
０
名
近
い
保
護
者
の
皆
様
の
ご
参
加
が
あ
り
、

学
外
実
習
や
国
家
試
験
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、多
く
の
ご

意
見
、ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
は
、個
別
で

の
相
談
会
を
各
教
員
の
研
究
室
で
開
催
し
、１
０
０
組
以

上
の
保
護
者
の
皆
様
と
の
貴
重
な
意
見
交
換
、ご
相
談
の

場
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、お
忙
し
い
中
で
の
ご
参
加
、本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。引
き
続
き
、金
城
大
学
及
び
金
城
大
学

後
援
会
の
活
動
に
、ま
す
ま
す
の
ご
理
解
・
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
23
年
度

役
員
会
・
総
会
・

学
部
全
体
相
談
会
・
個
別
相
談
会

　
　
　
　
　
　
　   

開
催
報
告

平
成
23
年
度 

役
員
・
運
営
委
員
紹
介

● 

役
員

﹇
会　
　

長
﹈　

実
盛 

祥
隆

﹇
副
会
長
﹈　

林 

八
千
代
、
越
田 

幸
宏

﹇
会
計
監
事
﹈　

示
野 

正
美
、
田
中 

光
博

﹇
幹　
　

事
﹈　

松
下 

高
信
、
永
井 

将
太
、

島
原 

徹
、
坂
口 

憲
二
、

宮
本 

麻
衣
子

● 

運
営
委
員

﹇
４
年
生
﹈　

高
鳥
毛 

武
、
松
本 

修
、

吉
岡 

和
美

﹇
３
年
生
﹈　

村
田 

純
一
、
川
田 

和
恵
、

坂 

明
子

﹇
２
年
生
﹈　

伊
藤 

洋
子
、
本
嶋 

光
夫
、

島
野 

和
美
、
赤
倉 

充
、

南 

忠
男
、
原
田 

富
士
男

﹇
１
年
生
﹈　

末
林 

康
弘
、
南
川 

夏
実
、

稲
葉 

裕
美
、
畠
山 

邦
夫
、

野
村 

治
幸
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消費収支計算書 （単位：千円）

科　　目
学生生徒等納付金
補助金
その他
基本金組入額
消費収入の部（合計）

2,504,867
800,228
165,334

‐ 203,319
3,267,110

金　　額
消費収入の部

科　　目
人件費
教育研究経費
管理経費
その他
消費収入超過額
消費支出の部（合計）

2,055,067
742,505
407,804
43,495
18,239

3,267,110

金　　額
消費支出の部

科　　目
固定負債
流動負債
基本金
消費収支差額
負債・基本金・消費収支差額の部（合計）

2,126,397
689,403

11,107,119
‐ 1,801,428
12,121,491

金　　額
負債・基本金・消費収支差額の部

貸借対照表 （単位：千円）

科　　目
固定資産
　　有形固定資産
　　その他の固定資産
流動資産
資産の部（合計）

9,366,009
8,937,673
428,336
2,755,482
12,121,491

金　　額
資産の部

平成22年度  金城学園  財務概要

※ 詳しくは、金城学園ホームページ（http://www.kinjo.ac.jp/）をご覧ください。

社会福祉学部

社会福祉学科

社会福祉専攻 こども専攻

社会福祉
コース

介護福祉
コース

医療・福祉
ビジネスコース

医療健康学部

金城大学

理学療法学科

平成23年度 金城大学 学部・学科構成 一覧

支出の部 （ 単位：円 ）

学生活動支援費
就職・教育活動支援費
会員研修費
研究活動支援費
会　議　費
通　信　費
慶　弔　費
開学10周年記念事業負担金
事務費負担金
広　報　費
雑　　　費
卒業記念品代
予　備　費
次年度繰越金
　　　　　　　　  　 合計

5,521,890
4,397,705
300,000
774,900
591,632
509,641
500,000
6,000,000
375,000
833,600
86,880

1,065,750
0

2,068,193
23,025,191

5,000,000
5,000,000
300,000
800,000
700,000
600,000
700,000

-
500,000
900,000
100,000
1,000,000
1,590,193

-
17,190,193

平成22年度決算 平成23年度予算

平成22年度決算・平成23年度予算

会　　　費
利　　　息
雑　収　入
前年度繰越金
　　　　　　　　　合計

収入の部

15,975,000
1,533

0
7,048,658
23,025,191

平成22年度決算

15,120,000
2,000

0
2,068,193
17,190,193

平成23年度予算

（ 単位：円 ）

KIND Kinjo University13
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　4月1日（金）に、第12回入学式が白山市松任文化会
館で行われ、社会福祉学部、医療健康学部の2学部
246名が入学し、新生活への期待を胸に大学生活をス
タートさせました。
　式では、加藤理事長が告辞を述べ、本田学長が
「思いやりを大切にして相手の立場になり、誇りと自
信、情熱と勇気を持って求められていることを実践し
てほしい」と式辞を述べました。続いて、作野白山市
長など多数の祝電が披露されました。最後に、新入
生を代表して、墨谷沙紀さん
（医療健康学部）
が宣誓しました。
　なお、式に先立
ち、東日本大震災
で 亡くなられ た
方々へ黙祷を捧げ
ました。

4/1

　例年実施している両学部合同の新入生合宿研修
が、今年度もかんぽの郷白山尾口にて、4月15日（金）
～16日（土）、16日（土）～17日（日）の2班体制で行わ
れました。毎年、学生生活に必要なマナーを身につ
ける、大学生としての自覚と計画を持つ、異なる学部
専攻の学生や、教職員との交流を図ることを目的に
実施されています。レクリエーション、マナー講座、ス
ポーツ大会、懇親会などを通じて、今後の大学生活
の第一歩を踏み出すことができたことと思います。

4/15~17

　今年度は「～フラットした気持ちがシャープに～
KINJOYFULカーニバル」をテーマに、第36回金城祭
が10月22日（土）・23日（日）に開催されました。
「Sonar Pocket」によるゲストライブ、模擬店、ステー
ジでの各種イベント等の企画が実施されました。今
年もたくさんの方にご来場いただき、大盛況のうち
に幕を閉じることができました。

10/22~23

　例年実施している新入生歓迎会が、今年度も4月
9日（土）に行われました。学友会が中心となり、新
入生が早く大学生活に馴染めるように、ウォークラ
リーや、クラブ・同好会体験などが行われました。そ
の後、クラブ・同好会紹介が行われ、それぞれオリ
ジナルの演出でアピールしました。また、今年度も
豪華景品が用意され、たいへん盛り上がりました。
新入生は歓迎会を通じて、金城大学の良さを体感
できたようです。

4/9
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社会福祉学部 こども専攻

業　　種

【保育園・幼稚園・福祉施設】
保育園 　　 15人
幼稚園　　 　14人
児童養護施設　1人
救護施設 　　  1人
障害者施設　  　5人
--------------------------
計 　　36人

職　種

保育士 　　 19人
幼稚園教諭　　14人
教員 　　  1人
支援員 　　  7人
営業職 　　 3人
販売職 　　  1人
--------------------------
計 　　  45人

卒業生   　 48人
就職希望者　  47人
就職者        45人
進学  　　  　    0人

就職率 95.7％

【企業】
販売・小売業　 2人
教育 　　 1人
製造業 　　  1人
--------------------------
計　　　 4人

【公務員】
公立保育　　　   4人
特別支援学校　   1人
--------------------------
計 　　 5人

就職率95.7％=
就職者数45人÷就職希望者数47人×100

（2011年4月15日現在）

保育園
15人

（33.3％）

公立保育所
4人（8.9％）

企業
4人

（8.9％）

教員 1人（2.2％）

福祉施設
7人

（15.6％）

幼稚園
14人

（31.1％）

就職状況
内 訳

（2011年4月15日現在）医療健康学部 理学療法学科

業　　種
【医療機関】
病院　　　　　52人
--------------------------
計  　　52人

職　種
理学療法士 52人
--------------------------
計 　　  52人

就職率  100％

就職率100％=
就職者数52人÷就職希望者数52人×100

卒業生   　 58人
就職希望者　  52人
就職者        52人
進学  　　  　    3人
（就職かつ進学者）

医療機関
52人
（100％）

就職状況
内 訳

北陸三県
38人

（73.1％）

北陸三県
以外
14人

（26.9％）

就職先
エリア

社会福祉学部 社会福祉専攻
※医療・福祉ビジネスコースは平成21年度設置のため、就職実績はありません。

業　　種

【福祉施設など】
高齢者施設 　58人
障害者施設 　28人
病院　　　　　7人
児童養護施設　  2人
社会福祉協議会 1人
保育園 　　  1人
--------------------------
計 　　97人

【公務員】
警察官 　　   1人
市役所 　　   1人
--------------------------
計 　　 2人

職　種

介護職 　　 79人
支援員・指導員 20人
相談援助職 2人
MSW 　　 4人
営業職 　　18人
販売職 　　  7人
事務職 　　12人
製造・生産職　  3人
接客職 　　  3人
調理師　　　  1人
運転手　　　  1人
公務員　　　  2人
教員　　　  6人
その他　　　  1人
--------------------------
計 　  159人

【企業】
医療・福祉 　　12人
飲食・宿泊業　  7人
運輸業 　　  6人
卸売・小売業　11人
サービス業　　  6人
製造業 　　  4人
農業　　 　　　1人
複合サービス業 3人
不動産業 　　  3人
その他 　　  1人
--------------------------
計 　　54人

【教員】
高等学校 　　 1人
特別支援学校　 5人
--------------------------
計 　　   6人

卒業生　　　175人
就職希望者　165人
就職者　　　159人
進学　　　　　 3人

就職率 96.4％

就職率96.4％=
就職者数159人÷就職希望者数165人×100

（2011年4月15日現在）

医療・
福祉施設
97人

（61.0％）

公務員 ２人（1.2％）教員 6人（3.8％）

企業
54人

（34.0％） 就職状況
内 訳

KIND Kinjo University13



0506

白
山
市
と
の
包
括
協
定
締
結

金
城
学
園
、金
城
大
学
、金
城

大
学
短
期
大
学
部
は
白
山
市
と

の
間
で
相
互
に
協
力
し
地
域
社

会
の
発
展
と
人
材
育
成
を
目
指

す
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

締
結
式
は
３
月
28
日（
月
）に

白
山
市
役
所
で
行
わ
れ
、作
野
白

山
市
長
、加
藤
金
城
学
園
理
事

長
、本
田
金
城
大
学
学
長
、中
山
金
城
大
学
短
期
大
学
部

学
長
が
、そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

大
学
と
白
山
市
は
、福
祉
、医
療
、保
育
・
幼
児
教
育
の
向

上
を
は
じ
め
、文
化
、芸
術
、経
済
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

発
展
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
分
野
で
こ
れ

ま
で
以
上
の
連
携
協
力
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

株
式
会
社 

ナ
ナ
オ

実
盛 

祥
隆 

社
長（
金
城
大
学
後
援
会
長
）講
演
会

３
月
31
日（
木
）、本
学
社
会
福
祉
学
部
棟
大
講
義
室

に
て
、両
学
部
新
４
年
生
を
対
象
と
し
て
、株
式
会
社
ナ

ナ
オ 

実
盛 

祥
隆
社
長（
金
城
大
学
後
援
会
長
）に
よ
る

『
会
社
が
求
め
る
社
員
像
』と
題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、新
４
年
生
及
び
教
職
員
約
２
６
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
は
、加
藤
副
理
事
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、実
盛
社

長
の
講
演
で
は「
学
生
と
社
会

人
と
の
違
い
」、「『
言
葉
遣
い
』

に
お
け
る
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」、

「『
挨
拶
』に
始
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
」「『
変

化
』と『
リ
ス
ク
』に
対
す
る
感

性
と
対
応
能
力
」、「
英
語
力
の

重
要
性
」、「『
Ｅ
Ｑ
（
感
情
指

数
）』と『
Ｉ
Ｑ（
知
能
指
数
）』

の
違
い
と
重
要
性
」、「
会
社
面
接
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
」

な
ど
に
つ
い
て
、学
生
に
と
っ
て
も
、ま
た
、参
加
し
た
教

職
員
に
と
っ
て
も
大
変
興
味
深
い
内
容
の
講
演
が
あ
り
、

最
後
に
本
田
学
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
就
職
活
動
を
前
に
し
た
学
生
に

と
っ
て
は
ま
た
と
な
い
機
会
に
も
な
り
、た
い
へ
ん
好
評

が
得
ら
れ
ま
し
た
。金
城
大
学
並
び
に
金
城
大
学
後
援

会
と
し
て
も
、引
き
続
き
在
学
生
に
有
益
な
講
演
会
等

を
開
催
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

公
開
講
座

今
年
度
も
５
月
14
日
か
ら
11

月
19
日（
各
土
曜
日
、全
20
講

座
）に
か
け
、短
大
部
と
の
共
同

事
業
と
し
て「
金
城
大
学
・
金
城

大
学
短
期
大
学
部
公
開
講
座
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。大
学
・
短

大
部
の
先
生
方
に
よ
る
健
康
や

生
活
に
根
付
い
た
講
義
が
行
わ

れ
、地
域
の
方
々
を
中
心
に
、今

年
も
多
く
の
聴
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。な
お
、平
成
24
年
度

も
同
時
期
に
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、大
学
・
短
大

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
ご
参
照
の
上
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ゆ
う
が
く
広
場
／
悠
遊
健
康
サ
ー
ク
ル

今
年
度
も
介
護
福
祉
コ
ー
ス
に
よ
る
地
域
の
高
齢
者
の

方
々
と
の
交
流
を
通
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
事
業

と
し
て「
ゆ
う
が
く
広
場
」を
、理
学
療
法
学
科
に
よ
る
白

山
市
と
本
学
が
連
携
し
た
地
域
在
住
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、健
康
体
操
な
ど
を
本
学
学
生
と

交
流
し
な
が
ら
行
う
健
康
維
持
・
改
善
講
座
事
業
と
し
て

「
悠
遊
健
康
サ
ー
ク
ル
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。地
域
の
方
々

か
ら
も
た
い
へ
ん
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。活
動
状

況
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、３
月
発
行
の
第
14
号
に
も
掲
載

予
定
で
す
。ま
た
、大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社 

ナ
ナ
オ
か
ら
の

テ
レ
ビ
寄
贈
に
つ
い
て

現
在
、後
援
会
会
長
で
あ
り

ま
す
実
盛
様（
株
式
会
社 

ナ
ナ

オ
社
長
）か
ら
の
ご
提
案
・
ご
好

意
に
よ
り
、同
社
の
液
晶
テ
レ

ビ
10
台
を
７
月
22
日（
金
）に
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
液
晶
テ
レ
ビ
に

つ
き
ま
し
て
は
、本
学
の
講
義

室
や
演
習
室
等
に
設
置
さ
せ
て

い
た
だ
き
、教
育
・
研
究
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
学
行
政
管
理
学
会

第
15
回
定
期
総
会
・
研
究
集
会
開
催

９
月
３
日（
土
）か
ら
４
日（
日
）の
２
日
間
、金
城
大
学

が
会
場
校
と
な
り
、ホ
テ
ル
金
沢
及
び
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
、大
学
行
政
管
理
学
会（
全
国
の
大
学
横
断
的
な「
職
員
」

退　任

社会福祉学部の大井佳子教授、釜土禮子准教授、上田由紀子
准教授、医療健康学部の武田功教授、曽我浩之教授、齋藤幸江
准教授及び事務職員の近藤悠法人本部事務室長、小谷内政雄
さん（管財部）、道下菜穂子さん（就職進学支援室）が３月末で
退任されました。

大沼直樹  教授
温かい沖縄から寒さの厳しい北陸・金城大学へやって参りまし
た。元気で粘り強い学生たちとともに頑張っていきたいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

専門分野 ▶ 障害があるといわれる乳幼児の
指導方法の研究

担当科目 ▶ 保育原理Ⅰ・Ⅱ、肢体不自由者教育論  他

社会福祉学部

斎藤修啓  准教授
社会福祉学部にて、保育者養成の授業等を担当しています。この4
月より着任しました。これまでの経験を活かしつつ、新たな気持ち
を加え、職場の皆さんとともに教育・研究活動に取り組んでいき
たいと思います。

専門分野 ▶ 保育者養成の実態や着任後の研修
（とくに初任者研修）のあり方についての研究

担当科目 ▶ 幼児教育原理、幼児教育者論  他

社会福祉学部

金城智代  助教
大学と同じ姓ということもあり、出会う方々にすぐ名前を覚えてもらえ
ることが多く、たいへん光栄に思っております。まだまだ未熟者では
ございますが、少しでも大学の発展に貢献できるよう精一杯努力し
ていきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

専門分野 ▶ 乳幼児の関係発達、間身体性、間情動性、
間主観性について

担当科目 ▶ 人間関係の指導Ⅰ・Ⅱ、言葉の指導Ⅰ・Ⅱ  他

社会福祉学部

加古朝海  准教授
金城大学学生の笑顔は人の心を癒してくれる笑顔です。この笑顔
で多くの人を幸せにしていける介護福祉士の育成を目指したい
と思います。

専門分野 ▶ 地域で暮らす高齢者の現状と課題について
担当科目 ▶ 家事援助論、介護福祉論Ⅰ・Ⅱ  他

社会福祉学部

烏山亜紀  准教授
専門は小児理学療法です。3月まで大学病院に勤務していました。
教員は初めてですが、小児のリハビリをやりたい！と思ってもらえ
るように頑張ります。よろしくお願いいたします。

専門分野 ▶ 未熟児・新生児の運動発達について
担当科目 ▶ 小児科学、運動療法学Ⅲ

医療健康学部

巽  雅子  准教授
理学療法士として大切な知識や技術のみではなく、思いやりや温
かい心を育てていくことをメッセージとして教育しております。

専門分野 ▶ 脳科学と理学療法学
担当科目 ▶ 基礎理学療法治療学Ⅰ・Ⅱ、病態運動学  他

医療健康学部

佐藤香緒里 准教授
生まれも育ちも北海道で、初めて石川県に参りました。担当科目
は解剖学になります。大学での勤務は初めてになりますので、周
りの方々に日々助けてもらっております。これから頑張ってまいり
たいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

専門分野 ▶ 機能解剖学
担当科目 ▶ 解剖学Ⅰ・Ⅱ、解剖学実習

医療健康学部

新任・退任教職員紹介

相
互
の
啓
発
と
研
鑽
を
深
め

る
た
め
の
専
門
学
会
組
織
）第

15
回
定
期
総
会
・
研
究
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
台

風
12
号
の
影
響
も
あ
り
、多
く

の
参
加
者
の
足
に
も
影
響
が

あ
り
ま
し
た
が
、２
日
間
で
全

国
か
ら
高
等
教
育
機
関
職
員

を
中
心
と
し
た
教
育
関
係
者

３
５
６
名
が
来
学
し
、盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

白
山
市
経
済
団
体
連
絡
協
議
会
と
の

包
括
協
定
締
結

金
城
学
園
、金
城
大
学
、

金
城
大
学
短
期
大
学
部

は
白
山
市
経
済
団
体
連

絡
協
議
会
、白
山
商
工
会

議
所
、美
川
商
工
会
、鶴

来
商
工
会
、白
山
商
工
会

と
の
間
で
、相
互
に
協
力

し
地
域
経
済
の
発
展
と

学
術
文
化
の
振
興
、人
材

の
育
成
を
目
指
す
包
括

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

締
結
式
は
９
月
14
日（
水
）に
本
学
に
て
行
わ
れ
、高

松
白
山
市
経
済
団
体
連
絡
協
議
会
会
長（
白
山
市
商
工

会
議
所
会
頭
）、吉
田
美
川
商
工
会
会
長
、角
永
鶴
来
商

工
会
会
長
、林
白
山
商
工
会
会
長
、加
藤
金
城
学
園
理
事

長
、本
田
金
城
大
学
学
長
、中
山
金
城
大
学
短
期
大
学
部

学
長
が
、そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

大
学
と
白
山
市
経
済
団
体
は
、地
域
経
済
の
発
展
や

地
域
振
興
、学
術
文
化
の
振
興
を
は
じ
め
、地
域
文
化
・

伝
統
の
継
承
や
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
以
上

の
連
携
協
力
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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白
山
市
と
の
包
括
協
定
締
結

金
城
学
園
、金
城
大
学
、金
城

大
学
短
期
大
学
部
は
白
山
市
と

の
間
で
相
互
に
協
力
し
地
域
社

会
の
発
展
と
人
材
育
成
を
目
指

す
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

締
結
式
は
３
月
28
日（
月
）に

白
山
市
役
所
で
行
わ
れ
、作
野
白

山
市
長
、加
藤
金
城
学
園
理
事

長
、本
田
金
城
大
学
学
長
、中
山
金
城
大
学
短
期
大
学
部

学
長
が
、そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

大
学
と
白
山
市
は
、福
祉
、医
療
、保
育
・
幼
児
教
育
の
向

上
を
は
じ
め
、文
化
、芸
術
、経
済
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

発
展
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
分
野
で
こ
れ

ま
で
以
上
の
連
携
協
力
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

株
式
会
社 

ナ
ナ
オ

実
盛 

祥
隆 

社
長（
金
城
大
学
後
援
会
長
）講
演
会

３
月
31
日（
木
）、本
学
社
会
福
祉
学
部
棟
大
講
義
室

に
て
、両
学
部
新
４
年
生
を
対
象
と
し
て
、株
式
会
社
ナ

ナ
オ 

実
盛 

祥
隆
社
長（
金
城
大
学
後
援
会
長
）に
よ
る

『
会
社
が
求
め
る
社
員
像
』と
題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、新
４
年
生
及
び
教
職
員
約
２
６
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
は
、加
藤
副
理
事
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、実
盛
社

長
の
講
演
で
は「
学
生
と
社
会

人
と
の
違
い
」、「『
言
葉
遣
い
』

に
お
け
る
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」、

「『
挨
拶
』に
始
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
」「『
変

化
』と『
リ
ス
ク
』に
対
す
る
感

性
と
対
応
能
力
」、「
英
語
力
の

重
要
性
」、「『
Ｅ
Ｑ
（
感
情
指

数
）』と『
Ｉ
Ｑ（
知
能
指
数
）』

の
違
い
と
重
要
性
」、「
会
社
面
接
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
」

な
ど
に
つ
い
て
、学
生
に
と
っ
て
も
、ま
た
、参
加
し
た
教

職
員
に
と
っ
て
も
大
変
興
味
深
い
内
容
の
講
演
が
あ
り
、

最
後
に
本
田
学
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
就
職
活
動
を
前
に
し
た
学
生
に

と
っ
て
は
ま
た
と
な
い
機
会
に
も
な
り
、た
い
へ
ん
好
評

が
得
ら
れ
ま
し
た
。金
城
大
学
並
び
に
金
城
大
学
後
援

会
と
し
て
も
、引
き
続
き
在
学
生
に
有
益
な
講
演
会
等

を
開
催
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

公
開
講
座

今
年
度
も
５
月
14
日
か
ら
11

月
19
日（
各
土
曜
日
、全
20
講

座
）に
か
け
、短
大
部
と
の
共
同

事
業
と
し
て「
金
城
大
学
・
金
城

大
学
短
期
大
学
部
公
開
講
座
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。大
学
・
短

大
部
の
先
生
方
に
よ
る
健
康
や

生
活
に
根
付
い
た
講
義
が
行
わ

れ
、地
域
の
方
々
を
中
心
に
、今

年
も
多
く
の
聴
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。な
お
、平
成
24
年
度

も
同
時
期
に
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、大
学
・
短
大

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
ご
参
照
の
上
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ゆ
う
が
く
広
場
／
悠
遊
健
康
サ
ー
ク
ル

今
年
度
も
介
護
福
祉
コ
ー
ス
に
よ
る
地
域
の
高
齢
者
の

方
々
と
の
交
流
を
通
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
事
業

と
し
て「
ゆ
う
が
く
広
場
」を
、理
学
療
法
学
科
に
よ
る
白

山
市
と
本
学
が
連
携
し
た
地
域
在
住
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、健
康
体
操
な
ど
を
本
学
学
生
と

交
流
し
な
が
ら
行
う
健
康
維
持
・
改
善
講
座
事
業
と
し
て

「
悠
遊
健
康
サ
ー
ク
ル
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。地
域
の
方
々

か
ら
も
た
い
へ
ん
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。活
動
状

況
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、３
月
発
行
の
第
14
号
に
も
掲
載

予
定
で
す
。ま
た
、大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社 

ナ
ナ
オ
か
ら
の

テ
レ
ビ
寄
贈
に
つ
い
て

現
在
、後
援
会
会
長
で
あ
り

ま
す
実
盛
様（
株
式
会
社 

ナ
ナ

オ
社
長
）か
ら
の
ご
提
案
・
ご
好

意
に
よ
り
、同
社
の
液
晶
テ
レ

ビ
10
台
を
７
月
22
日（
金
）に
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
液
晶
テ
レ
ビ
に

つ
き
ま
し
て
は
、本
学
の
講
義

室
や
演
習
室
等
に
設
置
さ
せ
て

い
た
だ
き
、教
育
・
研
究
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
学
行
政
管
理
学
会

第
15
回
定
期
総
会
・
研
究
集
会
開
催

９
月
３
日（
土
）か
ら
４
日（
日
）の
２
日
間
、金
城
大
学

が
会
場
校
と
な
り
、ホ
テ
ル
金
沢
及
び
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
、大
学
行
政
管
理
学
会（
全
国
の
大
学
横
断
的
な「
職
員
」

退　任

社会福祉学部の大井佳子教授、釜土禮子准教授、上田由紀子
准教授、医療健康学部の武田功教授、曽我浩之教授、齋藤幸江
准教授及び事務職員の近藤悠法人本部事務室長、小谷内政雄
さん（管財部）、道下菜穂子さん（就職進学支援室）が３月末で
退任されました。

大沼直樹  教授
温かい沖縄から寒さの厳しい北陸・金城大学へやって参りまし
た。元気で粘り強い学生たちとともに頑張っていきたいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

専門分野 ▶ 障害があるといわれる乳幼児の
指導方法の研究

担当科目 ▶ 保育原理Ⅰ・Ⅱ、肢体不自由者教育論  他

社会福祉学部

斎藤修啓  准教授
社会福祉学部にて、保育者養成の授業等を担当しています。この4
月より着任しました。これまでの経験を活かしつつ、新たな気持ち
を加え、職場の皆さんとともに教育・研究活動に取り組んでいき
たいと思います。

専門分野 ▶ 保育者養成の実態や着任後の研修
（とくに初任者研修）のあり方についての研究

担当科目 ▶ 幼児教育原理、幼児教育者論  他

社会福祉学部

金城智代  助教
大学と同じ姓ということもあり、出会う方々にすぐ名前を覚えてもらえ
ることが多く、たいへん光栄に思っております。まだまだ未熟者では
ございますが、少しでも大学の発展に貢献できるよう精一杯努力し
ていきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

専門分野 ▶ 乳幼児の関係発達、間身体性、間情動性、
間主観性について

担当科目 ▶ 人間関係の指導Ⅰ・Ⅱ、言葉の指導Ⅰ・Ⅱ  他

社会福祉学部

加古朝海  准教授
金城大学学生の笑顔は人の心を癒してくれる笑顔です。この笑顔
で多くの人を幸せにしていける介護福祉士の育成を目指したい
と思います。

専門分野 ▶ 地域で暮らす高齢者の現状と課題について
担当科目 ▶ 家事援助論、介護福祉論Ⅰ・Ⅱ  他

社会福祉学部

烏山亜紀  准教授
専門は小児理学療法です。3月まで大学病院に勤務していました。
教員は初めてですが、小児のリハビリをやりたい！と思ってもらえ
るように頑張ります。よろしくお願いいたします。

専門分野 ▶ 未熟児・新生児の運動発達について
担当科目 ▶ 小児科学、運動療法学Ⅲ

医療健康学部

巽  雅子  准教授
理学療法士として大切な知識や技術のみではなく、思いやりや温
かい心を育てていくことをメッセージとして教育しております。

専門分野 ▶ 脳科学と理学療法学
担当科目 ▶ 基礎理学療法治療学Ⅰ・Ⅱ、病態運動学  他

医療健康学部

佐藤香緒里 准教授
生まれも育ちも北海道で、初めて石川県に参りました。担当科目
は解剖学になります。大学での勤務は初めてになりますので、周
りの方々に日々助けてもらっております。これから頑張ってまいり
たいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

専門分野 ▶ 機能解剖学
担当科目 ▶ 解剖学Ⅰ・Ⅱ、解剖学実習

医療健康学部

新任・退任教職員紹介

相
互
の
啓
発
と
研
鑽
を
深
め

る
た
め
の
専
門
学
会
組
織
）第

15
回
定
期
総
会
・
研
究
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
台

風
12
号
の
影
響
も
あ
り
、多
く

の
参
加
者
の
足
に
も
影
響
が

あ
り
ま
し
た
が
、２
日
間
で
全

国
か
ら
高
等
教
育
機
関
職
員

を
中
心
と
し
た
教
育
関
係
者

３
５
６
名
が
来
学
し
、盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

白
山
市
経
済
団
体
連
絡
協
議
会
と
の

包
括
協
定
締
結

金
城
学
園
、金
城
大
学
、

金
城
大
学
短
期
大
学
部

は
白
山
市
経
済
団
体
連

絡
協
議
会
、白
山
商
工
会

議
所
、美
川
商
工
会
、鶴

来
商
工
会
、白
山
商
工
会

と
の
間
で
、相
互
に
協
力

し
地
域
経
済
の
発
展
と

学
術
文
化
の
振
興
、人
材

の
育
成
を
目
指
す
包
括

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

締
結
式
は
９
月
14
日（
水
）に
本
学
に
て
行
わ
れ
、高

松
白
山
市
経
済
団
体
連
絡
協
議
会
会
長（
白
山
市
商
工

会
議
所
会
頭
）、吉
田
美
川
商
工
会
会
長
、角
永
鶴
来
商

工
会
会
長
、林
白
山
商
工
会
会
長
、加
藤
金
城
学
園
理
事

長
、本
田
金
城
大
学
学
長
、中
山
金
城
大
学
短
期
大
学
部

学
長
が
、そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

大
学
と
白
山
市
経
済
団
体
は
、地
域
経
済
の
発
展
や

地
域
振
興
、学
術
文
化
の
振
興
を
は
じ
め
、地
域
文
化
・

伝
統
の
継
承
や
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
以
上

の
連
携
協
力
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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11月20日（日）、金城大学（社会福祉学部棟 大講義室他）において
『第6回 福祉創造フォーラム 福祉におけるこころのケア』を開催し
ます。参加ご希望の方は、金城大学内「フォーラム実行委員会事務
局」（TEL.076-276-4400）までお問い合わせください。

第6回  福祉創造フォーラム

金城大学後援会

地域別説明会＆個別相談会

分  科  会  

基調講演 
テーマ 「こころのケア：人間関係の持つ力」

倉知 正佳 氏　（富山大学 理事・副学長）講 演 者：

10：30～12：00

13：30～15：30

教育とは、教員と学生との全人格のぶつかり合いの中から生まれてくる学生への
良い影響である。学生とともに毎日学内で過ごす生活そのものが教育である。

教育基本法および学校教育法の精神に則り、広く知識を授けるとともに、深く専
門の学芸を教授研究し、知的、道徳的および応用的能力を養い、文化の向上およ
び社会の福祉に寄与する人材を育成することを目的とする。（学則第１条）

社会福祉、保育及び幼児教育、また医療及び健康を担う総合力と旺盛な意欲、職場
の即戦力につながる社会人の基礎、そして社会で幅広く活躍する積極性を身につ
け、福祉の心を持ったエキスパートとして卒業生を社会に輩出する。

明日の福祉社会を先導する福祉のリーダー的存在の養成

金城大学の建学理念等
建学理念

教育理念

目的及び
使 命

教育目標

金城大学後援会　会報誌【KIND】第13号 平成23年10月31日発行　編集兼発行：金城大学後援会 事務局
（学）金城学園理事長 加藤晃　金城大学学長 本田昻　同後援会会長 実盛祥隆
石川県白山市笠間町1200　TEL.076-276-4400　FAX 076-275-4316　<URL>http://www.kinjo.ac.jp/ku/　<E-mail>u-koenkai@kinjo.ac.jp

K I N D

今年度も地域別説明会及び個別相談会を12月10日（土）に、能登会場、富山会
場、福井会場の全3会場にて開催を予定しております。（当該対象地域の保護
者の皆様には、本会報誌にご案内《返信ハガキ》を同封し送付させていただい
ております）是非ご参加くださいますようよろしくお願いいたします。

大学案内・募集要項

http://telemail.jp
テレメール／資料請求受付（24時間）

●音声ガイダンスに従って資料番号を入力してください。

　IP電話 050-8601-0101
●資料請求番号 160793 （2日で資料が届きます。）
※お急ぎの場合は、本学へ直接ご連絡ください。

社会福祉
「福祉現場におけるこころのケア ～当事者支援を考える～」
東 裕紀 氏
 
平内 明美 氏
　
深山 絵里 氏

　
大友 順治　　

（社会福祉法人鶴寿会介護老人施設サンライフ
たきの里・サービス部長／精神保健福祉士）

（社会福祉法人 石川整肢学園金沢こども
医療福祉センター・支援課長／保育士）

（医療法人社団澄鈴会粟津神経サナトリウム
相談支援事業チャレンジ相談支援専門員、
社会福祉士、精神保健福祉士／卒業生）

（社会福祉学部 教授）

パネラー：

［ 座 長 ］

分科会
Ⅰ

医療健康
「地域に貢献できる理学療法士の育成を目指して
 　　　　　　　　　　　   ～大学教育に求められるもの～」
片田 圭一 氏
平 昇市 氏
河合 直人 氏
米倉 佐恵 氏
伊藤 沙希 氏
今田 潤 氏
木林 勉 氏
神谷 晃央　　

（石川県立中央病院 理学療法士）
（珠洲市総合病院 理学療法士）
（芳珠記念病院 理学療法士／卒業生）
（済生会金沢病院 理学療法士／卒業生）
（金城大学医療健康学部 学生／4年生）
（金城大学医療健康学部 学生／4年生）
（金城大学 医療健康学部 教授）
（医療健康学部 講師）

パネラー：

［ 座 長 ］

分科会
Ⅱ

保育者養成
「ケアを必要とする子どもへの保育」
宝島 静香 氏
石谷 恵子 氏
橋爪ゆかり 氏
富樫 立子 氏
大沼 直樹　　

（金沢市立花園保育所 保育士）
（学校法人和田学園 青竜幼稚園 教諭）
（ACで話そうケ・セラ・セラ 保護者）
（金沢エルデの会 保護者）
（社会福祉学部 教授）

シンポジスト：

［司会・コーディネーター］

分科会
Ⅲ

11/20

12/10
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